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。

大
久
保
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遠
島
時

代
に
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世
話
に

な
っ
た
お
礼
に
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生
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新
八
は
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饉
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の
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る
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い
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役
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人
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。

〔
村
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新
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〕

新
八
に
と
っ
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大
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な
人
間
修
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の

時
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あ
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こ
と
を
偲
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。喜

島
、 
藤
原
、 
平
岡
３
氏
の
援
助
と
湾

小
学
校
後
援
会
の
労
力
に
よ
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新
八

最
後
の
住
ま
い
と
な
る
喜
島
家（
現

中
澤
家
）に
建
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さ
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た
。

そ
の
他
敷
地
内
に
は
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使
用
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弓
場
跡
が
あ
る
。
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【喜界島での

  村田新八】

　
新八は、一八六二（文久二

年）山川港から一八日を要し、

七月二日に喜界島到着。

　
最初は代官書役の政円宅に

寓居し、次に柳勇憲宅に引っ

越し、最後に現在「修養の碑」

が立つ喜島桃山宅に移り住ん

でいます。

　
暮らしぶりは比較的自由に

過ごせたようで、学問や教養

を授けてくれる先生、そして

武術の指南役として歓迎され

ていたようです。

　
二度目の正月を迎えれる頃

には子供たちと破魔投げを楽

しんでおり、充実している様

子が伺えます。

　
またその頃見舞われた飢饉

に際し、小指のような唐いも

にそら豆の葉を海水で煮たも

ので飢えをしのぎ、正月に一

度も米の飯が廻らないという

状況に、島の人と同じに耐え、

豊作を祈っています。

　
いかつい風貌と言われなが

ら心根の優しい人物像が伝

わっています。

　
一方、遠島人として国元や

国政の情報に飢え、沖永良部

の西郷との交信を通して国政

への思いが募っていたことで

しょう。

　
一八六四（元治一年）二月

二六日、赦免となった西郷を

乗せた蒸気船胡蝶丸が喜界島

湾村の港に現れました。事前

に赦免を知らされていない新

八の約一年八カ月の流刑生活

は突如として終わりを迎える

ことになりました。
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軍
医
と
し
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西
南
戦
争
に

従
軍
後
 、 
赤
連
集
落
で

医
師
開
業
。

新
八
の
教
え
に
影
響
を
受
け
西
南
戦
争
に

従
軍
 、 
田
原
坂
に
て
戦
死
 。 
享
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17
歳

軍
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後
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落
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開
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 。

敷
地
内
に
町
指
定
文
化
財
 「
ウ

リ
ハ
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 （
下
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あ
る
 。

18
50
年
の「
お
由
良
騒
動
」

に
連
座
し
4年
余
り
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遠
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送
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。

奄
美
の
産
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貢
献
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、

海
運
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先
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つ
け
た

人
物
 。 
新
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の
教
え
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受

け
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と
い
わ
れ
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